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資料１４ 令和 8年 6月１５日 
八千代中学校・広野小学校適正規模の確保等地域検討委員会 

帯広市教育委員会 
 

子どもたちの教育環境に関する地域アンケート（お願い）  

 

八広地域の皆様におかれましては、日頃から本地域の教育活動及び地域コミュニティの維持・

発展にご尽力いただき、心から感謝申し上げます。 

 

本地域は、児童生徒数の減少が確実に進んでおり、子どもたちの未来の教育環境をどう守るか

が喫緊の課題となっています。昨年度開催された地域説明会では「八千代中学校だけでなく広野

小学校も対象校とし、地域全体で統合等の検討を進めてほしい」「現状維持のままでは課題を先

延ばしにするだけで、子どもたちの環境が厳しくなる」という切実なご意見や、教員不足に伴う

教育の質（専門教科の免許外指導など）への懸念が強く寄せられました。 

 

これらを踏まえて、八千代中学校と広野小学校が、帯広市立小中学校適正規模の確保等に関す

る計画（後期計画）の対象校に選定され「第 1回学校適正規模の確保等地域検討委員会」が６月

４日に開催されました。委員会では、地域の皆様が学校を守り育てるために重ねてこられた議論

の歴史を十分に尊重し「慎重に地域の意見を聞き取り、丁寧に対話を重ねていくこと」「そのた

めに、今後の方向性について具体的な案が必要であること」を確認いたしました。 

 

そこで、広く地域の皆様が現在の教育環境をどのように捉え、これからの学校のあり方をどう

考えているか、改めてお声をお聞きしたく本アンケートを実施いたします。地域の未来を担う子

どもたちにとってより良い教育環境を実現していくために、率直なご意見をお聞かせくださいま

すようお願い申し上げます。（回答期日：令和８年６月２９日（月）） 

 

【今後の通常学級在籍児童生徒数の推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小規模校では、異学年交流が生まれやすいなどの良い点がある一方で、以下のような懸念が

あります。 

【小・中学校共通：複式学級・少人数化への懸念】 

１．複式学級（2つの学年が 1つの教室で一緒に学ぶ環境）により、先生が各学年に直接指導 

できる時間が実質半分になり、子どもたちの学力保障や学習の遅れに影響が出ること。 

２．同級生（同じ学年）が少なく、様々な考え方に触れて自らを成長させたり、ともに協力し 

合ったりする経験が不足すること。  

３．同級生が少なく、人間関係が完全に固定化されてしまうこと。 

４．運動会や文化祭などの学校行事、また体育や音楽の授業での、集団活動（チームスポーツ、 

合奏等）が成り立たなくなること。 

【中学校特有の深刻な懸念】 

５．中学校でも複式学級化（例：1・2年合同クラスなど）が進むことで、学年ごとに異なる 

教科書内容の指導や、高校入試に向けたきめ細やかな進路・受験指導に課題が生じること。 

６．教員配置数が減ることで、専門外の免許の教員が授業を担当せざるを得ない状況（免許 

外指導）が生じ、中学校の各教科において、専門の先生から学ぶ機会を子どもたちに保障する 

ことが難しいこと。  

７．部活動の選択肢が広がらないこと。 
事務局：帯広市教育委員会学校地域連携課 

電話番号：０１５５－６５－４１９９ 



① 回答用紙を封筒に入れて、町内会長に提出 

② 回答用紙を封筒に入れて、八千代中学校のポストに投函 

③ 回答用紙を封筒に入れて、児童生徒を通して学校へ提出 

④ 回答用紙を八千代中学校へＦＡＸで送信（0155-60-2755） 

※ 二次元コードを使って回答いただいた場合には、用紙の提出は不要です。 

【質問項目】（右下の二次元コードからも回答していただけます。） 
（回答は高校生以上の方１人１回まで、回答期日は６月２９日（月）です。） 

問１ あなたについて教えてください。（いずれか 1つに〇） 

1. 小学校・中学校に通う児童生徒の保護者 
2. 就学前の子どもの保護者 
3. 卒業生の保護者 
4. 上記以外の地域住民（町内会員・ほか） 

問２ 子どもたちに、「より良い教育環境（学習活動や行事等の充実、多様な人間関係など）」を 
実現していくためには、今後の学校のあり方として、どのような選択肢が望ましいと考えます 
か。（いずれか 1つに〇） 
※それぞれの選択肢の背景：児童生徒数が確実に減少していく見通しの中で、子どもたちの 

              教育の質を落とさないための選択肢です。 

1. 近隣小中学校との統合 
2. 八千代中学校と広野小学校の統合 
3. 現在の学校をそのまま維持 
4. 検討委員会に一任する 
5. その他（具体的なアイデアがあればご記入ください。） 

 

 

問３ 学校の再編（統合など）を検討・実施するに当たり、「これだけは配慮してほしい」、

「大切にしてほしい」と思うことを教えてください。（複数選択可） 

1. 通学の安全確保やバス等の交通手段の充実 
2. 統合後の跡地や学校施設の地域での有効活用 
3. 伝統行事や地域と子どもたちとのつながりの維持 
4. 子どもたちが新しい環境にスムーズに馴染めるためのサポート 
5. その他（                                 ） 

問４ 今後の学校のあり方や子どもたちの教育環境について、ご意見・ご提案をご記入ください。 

 

 

●お住まいの町内会名： ＿＿＿＿＿＿＿＿町内会 （任意）  ●年齢   ０代 （任意） 

●お名前：                  （任意）  ●性別      （任意） 

ご協力いただきまして、ありがとうございました。以下のいずれかの方法で、ご提出ください。 

自由表記 

自由表記 


